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シャーロット日本語補習学校通信  2018.10.6 補習校事務局 

教育目標 

 
あかるく 

 
なかよく 

 
    たくましく 

「あ、な、た」  
が大事  

今月の予定 

６・１３・２０・２７日 
保護者個人面談 
放課後各教室 
 
10月 13日  
日本人会個人会員
保護者会 9時～ 
 メディアセンター奥 
 
東京 2020大会 
ポスター応募受付中 
テーマ 
「マスコットと〇〇」 
10月１３日朝まで！ 
 
 
 
 

9月転出 2名 

全校生徒数 

      143名 

 

 

  

昨年同様 天気に恵まれ日中は暑い位で運動会は開催されました。毎年、運動会は沢山

の保護者ボランティアの協力を得て開催されるシャーロット補習校の一大行事の一つになり

ます。ご協力を頂いたボランティアの皆様、本当に有難う御座いました。 

今年「運動会委員委員長」を任され、運動会までの取り組みは運営委員教員方が安全かつ

いかに盛り上げていくか常に話し合い、多くの人々の協力でこの運動会が成り立っている事

を改めて実感させられ、良い体験をさせて頂きました。 当日は晴天で日中は暑くなりました

が、生徒たちはその暑さを物ともせず元気よく低学年から高学年まで一緒になって運動会を

盛り上げてくれました。また、一般参加競技の綱引きでは保護者の方々も盛り上げて頂きま

した。一般参加競技でもう少し保護者の皆様が我こそはと積極的に参加いただけると一層盛

り上がりより良い運動会なるのではないでしょうか。生徒たちは親の頑張る姿を期待している

のではないでしょうか。 来年度も盛り上がるようボランティア、競技に参加させていただくつ

もりでおります。改めて、多くの皆様にご協力頂き誠に有難う御座いました。 

 運動会委員  大宮 章嗣 

 

 

  

 多くの子供たちが待ち望んだ年に一回の一大イベント

「運動会」、昨年度より発足した保護者有志による「運

動会委員」を始め、「教員」、「クラス委員」、「保護者ボ

ランティア」、「生徒ボランティア」と、本当に多くの方た

ちの力で成功できました。ご協力頂き有難う御座いまし

た。また、中高生の応援団、「競技説明」と「全体練習」

を行うリハーサルを、新たな保護者ボランティアの役割

として設け、昨年度の運動会委員という有志保護者で

実現した形を、保護者の方々の力で成功することがで

きました。事前準備や毎週のサポートは大変ではある

ものの、多くの保護者と協力しあう形、子供たちの日々

がんばる姿、成長する姿を、多くの方が感じ取れるいい

機会でもあったと思います。 

今後、一人や一部の方に負荷が集中しないような形

で、これからの運動会の作り方を考えていきたいと思い

ます。 これからも皆様のご協力を宜しくお願いいたし

ます。         運営委員 行事部長 山本 伸明 

校長・運営委員長 

兼任のお知らせ 
 

柿原昇運営委員長は
10月 20日をもって 

本帰国により離任する
ため、10月 27日より 

葛迫浩司校長が 

運営委員長を兼任し 

橋本佑太さん（DNP）が
運営委員に加わります。 



 

 

 ⋰                  
                                                     

９月１５日（休校日）の振替登校日はありません。 
休校日の授業料は、３学期授業料納入時に調整します。 
 

運動会アンケート調査回答にご協力ください！玄関受付投書箱 

ボランティアくださった方は、各ボランティアまとめ役まで 
 

小学部では、文部科学省より教科書（下）が配布されます。 

国語と算数以外の教科書もご家庭で活用しましょう！ 

配布冊数：小一（４） 小二（２） 小三（４） 小四（２） 小五（３） 小六（１） 
 

              

9/9日本人会ゴルフ大会
より 運営募金＄316.04 

 

ｱﾑﾈｯﾄﾄﾞﾈｰｼｮﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

8月・9月計＄240 
全額運営費へ 

ご協力ありがとうございます！ 

         タイヤスクランブル   

中学部 1年 金子 陽勇 

緊張しながらフィールドに出た。応援席の白組

のみんなは「がんばれー。」と叫び，応援してい

た。始めの笛が鳴った時，「最初の競技だ。」と思

い，思いっきり走り出した。 

 僕ともう一人のチームメートがタイヤをつかん

だ。敵の赤組も一人来た。力を込めて引っ張っ

た。「勝っている。」と思った瞬間，敵が二人来た。

いきなり勝負が逆になり，負け始めてきた。僕の

手は痛くなっていた。僕たちのチームメートが来

て，敵と同じくらいの人数になった。「がんばれ。」

と思い，手が動かなくなるぐらい引っ張った。もう

引っ張れないと思った時，終了の笛が鳴った。 

タイヤは誰のチームにも行かなかった。悔しく思

いながら，スタート地点に戻った。 
 

頑張ったリレー 
   中学部 1年 幸田 麻弘 

「白組頑張れ。」という声が周りから聞こえてき

た。後ろを振り返ると同じ色のチームの人が３０

m，２０m と近づいてきていた。とても緊張してい

た。バトンを受け取る前は，一位だったので「絶対

に抜かれないように。」と思っていた。しかしバトン

を受け取る時，少しつまずいてしまった。練習通り

にはうまくいかなかったが，バトンを落とすことなく

受け取ることができた。 

 みんなの応援が聞こえる中，二つ目のカーブを

曲がった所で少し呼吸が苦しくなった。次のカーブ

を曲がる前，後ろから足音が聞こえた。走っている

間は，少しでも後ろを向かないようにとしていた。

最後のカーブを曲がる途中にスピードが落ちて，

赤組の人に抜かれてしまった。追いつこうと必死に

追いかけたが，前の人を抜くことができずにバトン

を渡した。 

 全てが練習通りにいかなかった。なので，とても

悔しかった。だが一生懸命に走ったことで，それな

りの達成感を得られた。これを機に来年はリレー

以外でも頑張りたいと思った。 

 


